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有袋類の生物学と繁殖機能（2 ) 

ーとくに，生殖生理と旺操作一

原七郎本

立 有袋類の生殖生理

B 雌の生殖機能

雄の生殖機能は有袋類全体に共通する基本的な

ものと各科毎にそれぞれ特徴的なものが知られて

いるが真獣類と比べて調べられている穏数も少な

く，詳細な研究はこれからの課題でもある。

a）雌の生擢器官 8)

前述の如く，雌性生殖器は左右 1対の独立した卵

巣，卵管，子宮，駿と中央陸（後臆）から構成され

ている（鴎 1-6）。各上記器官に科，種によってその

型や大きさに変異幅が大きいが7つのタイプに区分

されている。

i ）卵巣

那巣の形や大きさについて記述されたものはほ

とんど見当たらない。このことはこれまで調べられ

た有袋類の卵巣は真獣類のそれと比べ大差がない

ことを示していると考えられる。

卵）］?.Jや黄体の存在が常に認、られるが発情周期や

妊娠時などによって変わることが明らかにされて

いる。卵巣機能の変化についてはキタオポッサムを

中心に9穏について調べられている。

註）卵管

有袋類の那管は構造的，機能的にも真獣類と悶じ

であるが穫によって長さや螺旋イとなどで変異があ

る。また，卵管の筋層，上皮締胞なども基本的には

他の哨乳類と閉じで、ある。

卵巣付近の卵管系の構造は穏によって変異があ

り，膨大部は卵管焚部端に連結して卵管子宮接合音目

安介してよ子宮に関口している。

これまで受精卵子は卵管を急速に通過すること

から，卵管はあまり，よく注意されてきていないこ

とも事実であるが，この機能の生物学的意味は興味

のあるところである。

すなわち，有袋類特有のムコポリサッカライド

モcos研究所（ShichiroSugawara) 

阪 1-6 縦性生殖器模式鴎（夕、マヤブ手ワラピー）
o：卵巣， od：卵管， U：子宮， Iv:1RIJ駿，
mv：中央！怠 b：勝成， UGS:i泌1*i!iil

（ムコ糖蜜自費）を分泌して単精子浸入後の受精卵

子の外閣を包み多精子受精を閉止する役割をして

いるとされている。

iii) 

単卵子安排卵する積では子宮は明確な紡まま状の

形さとしており後部域で左右の子宮角に接して結組

織と結合している。

多排卵をする穫の子宮では，左右が前端部

で、一方の側に片寄っていて子宮を大きくさせるコ

ンマ型を形成している。そして，

別々にそれぞれ左右の践に関口している。

子宮筋題は真獣類とは異なる構成をしている。す

なわち外題筋は少し斜行の筋線維が縦走しており，

内層は輪状に分布している。なお，筋隷維は外織か

ら管状構造で、子宮の内観に輪状になって分布する。

は真獣類のその構造と比べ単純で

ある。これは妊娠期間が短いことや真性胎盤を形成

しないことに関係していると られている。
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よる変異が最も大きく，特異的な形態を

している。践は左右2つあって，それぞれ閉じ側の

泌尿滑に接続しており，その前頭部は通常の中隔膜に

ら子宮頚管にかけて仕切られている。

と泌尿湘口の前端部関はかなり

の線維状結組織であり，それが両側躍と涼管と

を支持する役割をしている。

この泌殻摘は偽n窒（道）または産道に誼接接続し

ており，これは最初の分娩時に形成される。

｛為臆は 18世紀に発見されており，その後，多く

の種でも認、められ，その役割も明らかにされた。

は最初の分娩後；玄関口したままでその上皮

は立方上皮によって形成されている。

しかし，多くの有袋類では産道は煩久的なもので

はなく，分娩毎に向島尿管間にある結組織の間に形成

されることが確認されている。

分娩n寺に形成された産道は産子が通過（娩出）す

ると急速に閉じてしまう。

補乳類で最も小さいフクロミツスイでは産

道は初間分娩後は常に関口している。

また，最も大きい滋子をもっカンガルー科の種で

は中稿！漢は不完全で産道も短く，初産以降，恒久的

に開口したままである。

なお，践の形は科によって異なり，ケノレステス

科（コロンピアケノレステス）では特に長いし，フ

クロキツネ（クスクス科）やフクロミツスイ（科）

では胞施状になっている。他のある穂では両臆は踏

ある。

しているし，｛也には

として前端部が大きくなっている積も

b）子宮躍の機能的変化

時性国lj生娘器は性周期，妊娠，分娩などによって

生琢機能的に変わる。とくに，真獣類と同様に卵管，

，践は生殖周期の卵胞期，黄体期で顕著な変牝

をして各時期での生理的機能の役割を来たしてい

る。

i ）副生殖器官内撲の機能変化

イ）卵胞期

卵管，子宮の内膜上皮や分泌腺は卵胞の成長，成

発情期，排卵後の数日間に宜って分裂増殖を

して，精子の活性化，受精，そして受精邦子の初期

発生への至適環境を整える鶴きをすると考えられる。

臆や泌尿洞は卵胞期には著しく肥大して，発情期に

最大に透して，非発情期の数倍以上もの大きさになる。

中央憶や！撞餐の粘膜の立方上皮は発情期に分裂

堵殖して分泌活動が盛んになる。一方，この時期で

は側謹や泌尿洞では扇平上皮細胞は角化してきて

管腔に細長く突出してくる。

発情期；こは側躍は卵管と同じように子宮，卵管に

向けて強し、橋動運動をして精子の上走を促進する

し，対出精液をイJllj臆から隆義内に押し上げて粘液と

混合させ凝闘させる働きもしている。

ダマヤブワラビーの雄は 12時間の発情期間中そ

れぞれの雌と交尾射精するがその凝闘液は lOOml

にまでに達するとされているが泌尿禍内で 24待問

も経過するとほとんど消滅してしまう。

他のカンガノレー類ではその一部は中央臆内

に数日間滞溜して，徐々に吸収され，消失する。

なお，ある例では固くなった凝霞物が最後の交尾

後一ヶ月以上も残っていることも認められている。

上述の醸の変化に対して子宮も内膜上皮の盛ん

な増殖や分泌活動がi高まるが単排弗する種と多排

卵する穏では機能的変化が左右子宮で異なること

が知られている。

すなわち，フクロキツネのような単排那をする種

では排卵する卵巣側の子宮内膜上皮が茂対伊llJのそ

れと比べて細胞の分裂増殖や分泌活動が著しく高

くなっている。

多排卵をする穏では子宮内膜上皮の増殖や

分泌活動は左右子宮間で差が全くなく同様に活性

化され機能することが明らかにされている。

ロ）黄体期

排卵後，膳などは大きさや分泌液量ーなどは抜かする

が子宮は肥大すると同時に分泌活動が盛んになる。

4～6 s間伎では子宮内）漢の活溌な分裂増
補と分泌活動がみられるが単排卵と多排卵する

とでは左右子宮での肥大と分泌活動が異なる。

すなわち，単排卵する種では黄体が形成された側

の子宮のみ！肥大する。排卵後8～10日目での子宮の

肥大割合は反黄体側

大きい。

と比べ肥大卒は著しく

この子宮の肥大率の違いはブロジェステスロン

のレセプター（PR）の多少に連動するもので黄体側

のPRが反対鱒の子宮 PRと比べ著しく多いことに

よることが知られている。



子宮の肥大時では子宮 t皮や脱却ll胞はその中央

に大きな核を持つ立方細胞であるが肥大化するに

従って基底部に小型化した核に染企性がない細胞

質を多く含む円柱細胞に変化する。

この時期の細胞は鞍粒状の多くの小胞体を持ち，

アポクリン分泌する分泌細胞を含んでいる。子宮線

における分泌液組成は浮遊状態の経盤胞の拡張に

必要な栄養源となっていると考えられている。

特に卵管，子宮の分泌機能は受精から初期卵割期

の受精卵子のムコ蛍臼質の賠やシェル11葵の形成に

不可欠な役割を担っている。

黄体矧の終りには子宮，卵管の上皮や分泌Jl財llllli'l

は退行変化を示すがその変化過程は種全体を過し

てそれぞれ種評異的である。

しかし，黄体の退行に伴って黄体期特有の細胞空

からi暴行してJJ[l脂J~］に移行するに従って線毛上皮

細胞や基底践はストローマ細胞から瑞加して分布

してくる。

泌乳個体では上記上皮細胞の再生サイクル過複

は阻11こされて，非繁殖期の状態のままである。

選lj生殖器官の生理的機能変化は真獣類と同様エ

ストロジェン（E）やプロジェステスロン（P1）な

どのステロイドホルモンの合成分泌能と関連して

起こっておりラ各器官の上皮細胞の！二記ステロイド

レセプターの変動に密接に関係していると：与えら

れるが更なる研究が必姿である。

員）泌尿生殖器官の血管系と分布

泌尿生殖器系の血管分布についてはフクロキツ

ネ（クスクス科），ヒメウォンパット（ウォンパッ

ト科）や，カンガルー科のダマヤブワラビー，オオ

カンガルー，スナイロワラビー，アカカンガルー，

アカハラヤブワラビーなどについての報告がある。

上記穏では各種によっ

および分布は異なる。

カンガノレー科で、；ま各泌尿生殖器への血管分布と

その構成，記列は多少の変異があるもののフクロキ

ツネと全く陪じタイプであるc

フクロキツネとカンガルー科では卵巣動静脈は

大動治！派出来の腎動静脈より分校するが両者

して卵巣に行き，さらに，間関の卵管，子宮，

と枝分かれし2つに分布している。

卵巣の分校妥｝］静脈IfrL官；系は卵管，子宮，尿管から

の分校llll，管の叢を形成して卵巣静脈と連なってい

る。そして後大静脈；こ流入するようになっている。

一方，夕、マヤブワラビーでは真獣類と間誌に卵巣

到IJ/YRは左右＇l~'f動脈から夜接別々に分校している。卵

巣動脈から分校した子宮動訴はじと s；！犬になって
複雑に入組んで分布している。

の主要脈管系

j首長。！と反子宮筋！詩に沿って分布している。

泌尿生娘器系のJfJL管分ヲfi構成は卵巣と

との1111におけるホルモン作用や他の生継機能に関

与する物質（PG類）などの直接作沼との関係から

り，卵子形成fl寺，。1：~1in~H削1~NJ と休

止WlなどにおけるIflL管系の新生や発注などの点で
の比較解析により，それらの関係を明らかにする必

要があるc
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